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インスピレーションになろう
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ホームページ：http://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）

奉仕の理想 夏の思い出

〈第1631回〉 2019年5月14日（火） 本年度第35回 5月21（火）

担当：秀島会員

（２ページへ続く）

青少年奉仕月間

担当：源次年度幹事

世界一美しい町今年度の反省と次年度の不安

深川純一パストガバナーは、別紙の通り、会員増
強について述べておられます。それによると、会員
増強の『増』は人数を増やすこと、増強の『強』は会
員の質を高めることを意味するのだそうです。その
上で、会員の質を高めるとは、会員の内なる心を
磨くことであり、心を磨くには教育が必要不可欠だ
と教えておられます。しかし、現状は、この教育が不
十分であり、このような状況下では会員増強の
『強』は不可能と危機感をにじませておれられます。
そして、会員の質を高めることなくして本当の会員
増強など有り得ず、人数だけを追い求めると結果
的に会員は減少すると警告しておられます。深川
パストガバナーの説くロータリーの第一義「心の開
発」は、会員一人一人がロータリーの一員であるこ
とに誇りを持っていることが前提なのだと思いま
す。だからこそ、ロータリーへの誇りが希薄になる
と会員は減少すると考えておられるのだと思いま

会員増強の『強』の意味について

す。そして、会員減少の根本的な原因は、会員が
ロータリーの心を忘れ、ロータリーに魅力を感
じなくなったからであり、ロータリーへの誇りを
取り戻すことが魅力の回復に繋がると結論付け
ておられます。確かに、ロータリーに限らず、組
織というものは、人々の帰属意識が希薄になり、
活動の目的が曖昧になってくると様々なところ
で綻びが生じるものだと思います。では、ロータ
リーへの誇りとは一体何を意味するのでしょう
か。先ず個人レベルでは難しく考える必要はな
いと思います。一人一人の会員が自分の価値観
に基づいて自由に向上心を持てば良いのだと
思います。つまり、自分自身にテーマを課し、人
生レベルの目標を設定することが出発点なのだ
と思います。そして、ロータリーに所属すること
で、その目標に一歩一歩近づくことが実感でき
れば、おのずと誇らしい気持ちも芽生えるので
はないかと思います。一方、ロータリーの魅力を
クラブ単位で考えた場合、我がクラブには良い
芽がまだまだ沢山あると思います。もしかしたら、
空気のように思っているところに実はクラブの



（１ページより）

￥29，０００.-　　　　累計　￥882,０００.-

￥5，０００.-　　　　累計　￥242，０００.-

大 草 会 員 本日卓話です。

中 村 会 員 令和元年　おめでとうございます。
ホームクラブ１０回連続賞　自祝
会社創立７６年　自祝

津 野 会 員 欠席のお詫び。４月に結婚記念日
のお祝い有難うございました。

広 瀬 会 員 結婚記念　自祝。お花有難うござ
いました。

清 水 会 員 誕生日、10回連続出席表彰　自祝
秀 島 会 員 結婚記念日のお祝い　有難うござ

いました。４６年長きに渡ります。

秀 島 会 員 令和元年！おめでとうございます。

田 中 会 員 49回目の結婚記念日のお祝いを
頂きありがとうございました。金婚
式まであと1年頑張ります。又、今月
で満７８歳になります。来年は傘寿
でダブルでお祝いします。

幹事：源 壽美子幹事報告 今年もさつまいもプロジェクトがスタートする時
期になりました。
５月２５日（土）ＰＭ１３：３０より第１回目の
苗植え作業を行います。
今年は新種のさつまいもを含め３種の苗植え

になります。是非多くの会員、ご家族に参加頂きま
すようお願い致します。

良さが埋もれているかもしれません。クラブの良さ
や強みを再発見し、ブラッシュアップする。それがク
ラブ内の更なるマインドアップに繋がる。そして、そ
うした土壌があって初めて質を伴った会員増強が
実現すると深川パストガバナーは仰りたいのだと思
います。言い換えれば、会員増強をしたければ、もっ
と向上心を持ちなさいと教えておられるのだと思い
ます。

05月07日（火）現・次年度理事会 サファイアルーム
コーラス同好会

05月14日（火）クラブフォーラム青少年奉仕部門
05月18日（土）規定審議会報告及びクラブビジョン

策定セミナー（田中会員）

05月22日（水） IM3組フレッシュロータリアン研修

05月25日（土）会員増強セミナー（佐藤会員）
05月27日（月） 燦々会　新旧合同会長・幹事会
05月28日（火）第3回・次年度第１回クラブアッセン

ブリーその２

05月21日（火）第3回・次年度第１回クラブアッセン
ブリーその1

 ロータリーの友５月号紹介
①クラブを訪ねて「八戸東RC」
２３年間例会出席率１００％という信じられな
い記録を誇っているクラブの紹介である。
５０人の会を擁するクラブで「出席なくして親睦
なし、親睦なくして奉仕なし」をモットーに記録を
続けていることは大いに見習うべきことであると
おもう。
②考えよう海洋プラスチックごみ
かつては各クラブに「環境保全委員会」が独立し
て設けられ、環境保全に対する啓蒙活動など推
奨されていたが、今や有名無実の状態である。
しかし環境汚染の状態が世界的に見て決して緩
和している
とはおもえないが日常生活に実感として感じられ
ないのでついつい無関心になりがちではなかろ
うか。
このままでは２０５０年にはプラスチックごみが
魚の量を超えるというデータもあり、また砕片さ
れたマイクロプラスチックが知らず知らず我々の
食べる魚に摂取されて人体にも取り込まれること
が想像できる。
その対策として海洋ゴミの燃料化のビジネスを
起こす提言の記事も興味深かった。
 
まだ友を読んでおられない人はこの二つのお記
事だけでもみていただきたい。

※第16回・4回理事会報告
　・水口会員候補の入会が承認された。
　・次回例会より例会場内は完全禁煙とするという
ことで承認された。

　．事前連絡なく例会を欠席した会員にＳＡＡより
連絡を行うこととする。

＜5月は青少年奉仕月間です。＞

部長：中村浩一社会奉仕委員会報告

委員長：佐藤俊一会報・雑誌委員会報告



卓  話

日　　時： 2019.5.25(土) ※雨天の場合翌日
集合時間： 13;30 

集合場所： 花博記念公園鶴見緑地
体験学習施設  

担当：吉羽会員

本年4月9日に我等が大阪鶴見ロータリークラ
ブに新たに入会されました水口会員の歓迎会が
5月7日（火）に中之島ソーシャルイートアウェイ
ク（大阪市中央公会堂の地下）にて開催されまし
た。

当日は10連休明けのお忙しい中にもかかわら
ず、浮舟会員の飛び入りもあり、14名が水口さん
の入会をお祝いしました。

昔懐かしい話から、飲み会の席ならではのここ
でしか聞けない話などで盛り上がり、中之島ア
ウェィク名物のオムライスに舌鼓を打ちながらの
楽しい会になりました。

また新入会員を増やして、楽しい歓迎会を行
いましょう！

2019年～2020年度、国際ロータリー、マーク
ダニエル・マローニー会長のテーマは「ロータ
リーは世界をつなぐ」です。
私達もRIのテーマを理解し地域、それぞれクラ
ブの特性にあった活動をすることにより具現化し
ます。そして、ロータリーの原点であることを親睦
と職業奉仕を根幹として、地域社会でより良い変
化を生み出します。また、「魅了ある・元気がある・
個性がある」クラブを目指します。
2660地区　2019～20年度、四宮孝郎ガバ
ナーが地区スローガンとして

を挙げておられます。

鶴見ロータリーもそれにならい、あなたと共に、
そして、一緒に 「Together」 なって活動していき
たいと思っております。その為に

これを実行することで、RIのテーマ「つながり」
が実行できるのではと考えております。
元号が平成より令和になり、初の会長として大
変プレッシャーを感じております。
是非、みなさんのご指導、ご協力をお願い致し
ます。

5月7日【1630回】

会員数　 　 　 　 33名

（内出席規定免除 12名）

出席会員   21名中  13名

出席免除会員  12名中  7名

出 席 率 20/28  71.43%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 20名

前々回  4/16  Ｍ/Ｕ 3名

修正出席率 70.00%

水口敦司新入会員歓迎会
 

親睦委員長　　吉羽潤司

さつまいも PJ
～第1回 植付け～のお知らせ

※収穫までの水やり・除草第3回~第5回のいずれ
かに必ずご参加ください。
※軍手・タオル・飲み物・帽子等防暑対策準備の
上ご参加ください。

担当：大草会長エレクト

次年度について

～次年度　方針～

Stando by You      ～ あなたと共に～

１、健康である「健康とは、身体的・精神的・
　  社会的（経済的）に健全な状態」

2、ロータリーファミリーの絆を深めること

3、相手に寄り添って相手を思いやる気持
    ちを持つこと




